
独立行政法人教職員支援機構立命館大学センター

オンライン教職員研修講座
　NITS 立命館大学センターは、（独）教職員支援機構の近畿地区の地域センターとして、立命館大学大学院教職研
究科内に 2019 年に開設されました。京都府、京都市、滋賀県、大阪府、大阪市の教育委員会をはじめ、関連機関
との連携を図りながら、教職員の学びを支援するための組織です。
　2021 年度は、公立学校及び私立学校の教職員向けの研修講座として、下記の 6講座を企画・実施いたします。各
講座は、オンライン（zoom）による講義の配信という形をとります。個人及び学校単位での申し込みも可能ですので、
全国各地から、多くの方々の積極的なご参加を期待し、ご案内申し上げます。なお、いくつかの講座については、連
携する教育委員会の教育センター等からの Web 配信を予定しています。詳細につきましては、確定後、NITS 立命
館大学センターのホームページにてお知らせします。

参加費無料 自由申込制 定員制限無

2021（令和３）年度　オンライン教職員研修講座一覧

8 2 月

13：30～
15：00

「withコロナ」時代のカリキュラム・マネジメント

学校法人軽井沢風越学園
校長・園長　岩瀬 直樹

奈良教育大学 
教授　赤沢 早人

管理職 /教務担当者 /中堅教員向き主な受講対象

8 11水

13：30～
15：00

教職員のメンタルヘルスと学校経営

公立学校共済組合近畿中央病院
 メンタルヘルスケアセンター
副センター長　井上 麻紀

管理職 /健康安全教育担当者 /養護教諭 /
中堅教員向き

主な受講対象

10 31日

13：30～
15：00

深刻化する児童虐待への対応

立命館大学大学院
人間科学研究科

特任教授　野田 正人

管理職 /生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

13：30～
15：00

外国にルーツをもつ児童生徒への学習指導

立命館大学文学部 
言語コミュニケーション領域

教授　清田 淳子

人権教育担当者 /日本語指導・国際教育等に
関心のある教職員向き

主な受講対象

1114日

13：30～
15：00

学校におけるハラスメントと危機管理

大阪弁護士会
弁護士　峯本 耕治

管理職 /生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

6 6 日

13：30～
15：00

SDGs教育の構想と実践

同志社女子大学現代社会学部
日本国際理解教育学会前会長

特任教授　藤原 孝章

国際教育等に関心のある教職員向き主な受講対象

111月

●お申込み方法などの詳細はNITS立命館大学センターホームページをご覧ください。 NITS立命館大学センター

【主　　　催】独立行政法人教職員支援機構立命館大学センター　
京都市中京区西ノ京朱雀町１（立命館大学朱雀キャンパス内）

【お問合せ先】立命館大学朱雀独立研究科事務室　
TEL：075-813-8269　mail：kyoken-n@st.ritsumei.ac.jp

【連携教育委員会】京都府教育委員会　京都市教育委員会　滋賀県教育委員会　大阪府教育委員会　大阪市教育委員会



2021（令和３）年度
オンライン教職員研修講座一覧

8 2 月 13：30～15：00

管理職 /教務担当者 /中堅教員向き主な受講対象

奈良教育大学　教授　赤沢 早人
学校法人軽井沢風越学園　校長・園長　岩瀬 直樹　

講　　　　師

「with コロナ」時代の
カリキュラム・マネジメント
　コロナ禍の長期化により、学校教育は様々な制約を余儀なく
されています。他方、GIGA スクール構想の前倒し実施など、
学校におけるカリキュラムは大きな見直しを迫られています。
このような中で、子供たちを誰ひとり取り残すことなく持続可
能な社会の創造者になるようなカリキュラムは、どのように構
想すべきかについて広い視野から考察します。

8 11水 13：30～15：00

管理職 /健康安全教育担当者 /養護教諭 /
中堅教員向き

主な受講対象

公立学校共済組合近畿中央病院　
メンタルヘルスケアセンター　

副センター長　井上 麻紀

講　　　　師

教職員のメンタルヘルスと学校経営
　教職員の「働き方改革」において、精神面の安全の維持は勤
務時間の適正な管理と並んで大きな課題です。コロナ禍で一層
深刻化している教職員の過重労働の現状の中で、教職員の精神
的健康をどのように維持・管理するかについて改めて考え、具
体的な対応策を見いだします。

11 14 日 13：30～15：00

管理職 /生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

大阪弁護士会

弁護士　峯本 耕治
講　　　　師

学校におけるハラスメントと危機管理
  本来安心して生活できるはずの学校内で、「スクールハラスメ
ント」と総称される事象が深刻化していることが指摘されてい
ます。教員同士、また、教員と子供たちの間で起こるハラスメ
ントの原因について探るとともに、ハラスメントを防ぐための
具体的な手立てについて考察します。

10 31日 13：30～15：00

管理職 /生徒指導・教育相談担当者向き主な受講対象

立命館大学大学院　人間科学研究科

特任教授　野田 正人
講　　　　師

深刻化する児童虐待への対応
　児童虐待は、現在及び将来の子供たちの心身の発達にに深刻
な影響を与える重大な社会問題です。社会の関心が高まるとと
もに虐待事象の報告件数が急激に増加する一方、学校における
対応の限界も指摘されています。児童虐待の今日的な特徴を知
るとともに、学校と外部機関が連携して行う効果的な対応の在
り方について考えます。

11 1 月 13：30～15：00

国際教育等に関心のある教職員向き主な受講対象

同志社女子大学現代社会学部
日本国際理解教育学会前会長　

特任教授　藤原 孝章

講　　　　師

SDGs 教育の構想と実践
　近年にわかに脚光を浴びるようになった SDGs。様々な領域
での実践が求められていますが、学校現場では、どのような実
践が可能なのでしょうか。本講座では、SDGs に関わる教育の
考え方や多様な実践方法について知見を広めながら、各学校で
取り組むための具体的な手立てについて考えていきます。

6 6 日 13：30～15：00

人権教育担当者 /日本語指導・国際教育等に
関心のある教職員向き

主な受講対象

立命館大学文学部 言語コミュニケーション領域

教授　清田 淳子
講　　　　師

外国にルーツをもつ児童生徒への学習指導
　日本国籍を持つか否かにかかわらず、日本語が十分に話せない児童生徒、
日本の文化に順応できない児童生徒、学齢期にありながら学校に来ること
のできない児童生徒が近年急増しています。その一方で、このような児童
生徒に対応するための人材、ノウハウが十分な学校が少ないのが現状です。
また、様々なルーツを持つ児童生徒への支援は、日本語指導の充実のみに
帰結させることはできず、多様な場面での支援を考えなければなりません。
そこで、本講座では、教科学習における支援の方法を中心に、学校はどの
ように対応すべきか、具体的事例を通して考察します。

※本講座は、「Zoom」を使用しオンライン形式で実施します。最新のZoom（アプリケーション）を、ご使用のスマホ・タブレット・PCなどにダウンロー
　ド（無料）の上、ご参加ください。
※いずれの講座も、13:20 からオリエンテーションがあります。


